
















われわれは 1972 年以来,遺伝性リソゾーム病二次スクリーニングの目的に,患者試料を用

いた多項目酵素測定をおこない,多くの患者を発見した。測定には血液細胞や皮膚由来線維

芽細胞を用いることが多いが,多くの患者検体を扱うようになると,できるだけ省力化し,

且つ再現性のよい装置,手技が要求されるようになる。しかも対象患者が乳幼児の場合,必

ずしも十分な検体量が得られるとは限らない。そのため,微量の検体を用いた高感度測定法

の開発がのぞまれてきた。 

多くの症例は,比較的典型的臨床経過,臨床像を示し,特定の酵素活性の測定により,明確な

診断がつけられた。しかしながら,中には臨床的にも生化学的にも診断未確定のままで終る

症例もあった。ところが診断法の進歩により,後者の中には後年になって別の測定項目の実

施により診断された場合があり,患者試料の保存という問題がでてきた。 

これらの問題への対応として,本研究班では,微量試料を用いた高感度自動測定法の開発の

ために 2つの異ったアプローチをおこなうとともに,患者試料の中で,これまで永久保存は

不可能であった線維芽細胞にSV40 の DNA を導入することにより,無限増殖株の作成をおこ

なった。この方法による試料加工により,患者の生きた細胞が,常に供給可能となり,診断の

みならず,その病態解析にも極めて有用な材料を提供することができるようになった。 


